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1． 流 域 概 要

　1）　白　 山

　白山 は 石 川県 ， 岐阜県 ， 福井県 の 県境に位置 し，

日本海側 へ 流れ 下 る手取川の水源で あ る 。 白山 は古

くか ら 「 し らや ま 」
「越 の し らね 」 の 名で 呼 ばれ ，

歌 に も 「越 中で 立山 ， 加賀で は白山 ， 駿河 の 富士 山

は 三 国
一

」 と歌 われ ， 名峰 と し て人 々 に親 し まれ て

きた 。

　ま た ， 白山は信 仰の 山 と して も知 ら れ ， 奉澄大師

に よ り養老元年 （717年）に開山 され て 以来 白山崇敬

が高 ま P ， 加賀 ・越前 ・美濃の 三 馬場が開か れ そ の

後登山基地 とな っ た。山頂 に は 白山眦暉神社 があ り，

「 白山 」 の 名の つ く末社は全国に 3千余を数える。

　白山は約 300 年前の 噴火以後活動 を休止 し て い る

が ， か つ て は大規模な造 山運動 が行わ れ ， 白山を中

心 とし て琵琶湖 の 10倍 に及ぶ手取湖 が あ っ た とされ ，

今で も標高 2000m 以 上の 渓谷に も珪化木 ， 各種植

物 ， シ ジ ミ等の 化石 が発見 され て い る。

　2） 手取川流域
』
手取川は流域面積 809km2， 流路延長 72　km の 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お　ぞ がわ

級河川 で あ り ， 本流は柳谷 ， 牛首川 へ と下 り尾添川，

大日川そ の 他 の 支川 を合流 して ， 鶴来町地先 に至 り，

こ れ よ り山間部を離れ ， 自らが形成 し た 広大な扇状

地を西流 し河 口 に注ぐ 。 そ の 流域面積は石川県面積

の 約 2 割 に も達 する県内第
一

の 河川 で あ る 。 また ， 平

均河床勾配約 1／27 の 全 国有数 の 急流河川で もある。

　白山砂防 の うち直轄事業は建設省金沢工事事務所

が実施 し て お り，牛首川 と尾添川の 合流点 よ り上流

部 の 444．32km2 が 事業区域で あ る 。 水源部は，急

峻な地形 をな し ， 火山活動 によ る風化 が著 し く， 地

質が ぜ い 弱 で あ り，
し か も多雨 ， 多雪地帯の た め流

域 内の 各所 に大規模な崩壊地 が発生 し て お り，中で

March ， 1991

も尾添川上流中ノ川 の 地獄谷 ， 仙人谷 ， お よ び牛首

川上流 の 甚之助谷，別 当谷が顕著 で ある。

　
一
方で 豊 かな 自然に も恵まれ ， 白山を中心 に白山

国立公園に指定 され ， 全国有数の 良好なブナ 自然林

や 高山植物の 宝庫で あ る。こ こ を棲み家 とす る動物

相 も豊富 で あ り，
ニ ホ ン カ モ シ カ （国指定特別天然

記念物），ニ ホ ン ザ ル ，ヤ マ ネ （国指定天然記念物 ），

イ ヌ ワ シ （同前）等多種が生息 し て い る。こ の よ う

な豊 か な 自然 を求 め て ， 白山登 山 に年間約 3 万人 が

訪れ て い る。水質も良好 で あ り，全川 に 渡 り BOD

が 1ppm 〜O．　5　ppm 程度 で ， 例年全国清浄河川 の 上

位に ラ ン キ ン グ されて い る 。 魚類で は ア ユ
， イ ワナ

が有名で あ り， ま た ， 近年は関係者 の 努力に よ リサ

ケ の 遡上 に も成功 して い る 。

覊 覊
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図一2　 手 取 川縦断図

　社会経済状況 と し て は，手 取川 の 中，上流部 は農

林 業お よ び そ の 加工 業や砂防工 事な ど の 建設業 を主

な 産業 とす る 山村で あ る が ， 近年は観光，
レ ジ ャ

ー

産業に力 が注 がれ ， ス キ ー場や公園 ， キ ャ ン プ場等

の 施設整備が進ん で い る 。 岐阜県側 へ 抜け る 白山 ス

ーパ ー林道 （昭和52年開通）や手取川 ダム （昭和55

年完成）も周辺 の こ の 種 の 開発 の
一
環 と し て も寄与

し て い る。ま た平成元年度に は南加賀白山麓総合保

養地整備構想が承認 され，さらに今後 へ の期待が持

た れ て い る。

　
一方下流 の 扇状地 で は ， 手 取川か らの 灌漑用水 が

古 くか ら整備 され ， 早揚米産地 と し て知 られ る ほ か ，

46
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豊 か な地下水を利用 し た 各種 の 製造工 場 が 立地 し て

お り， また ， 伝統産業の 九谷焼 ， 酒造業 ， 仏壇等も

有名 で ある。さら に近年，県都金沢市 の 影響 を受け，

製造業な ど の 2 次産業 の 進出や ， 工 業団地 ， 住宅団

地 の 開発 も進み 発展 しつ つ あ る 。

2．　 土 砂 災害等の状 況

手取川 の 災害の 記録 は古 く ま で さ か の ぼ る が， 中

で も手取川流域 に記録的な被害を もた ら し た の は 昭

土 と基礎，39− 3 （398）
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表一 1　 手 取川災害年表

一 一
天 正 ・年 1・57gl ・・16 ｝帥 啾

敷 ・年 ｝・・S・ 1・・lll輙 川洪水・賭 ・名・漱 家屋・9戸

寛文・・年 1・671 】・・ll手 取川洪水・賭 32名読 失糶 脚

安政 2 年 194・ i82・ 1手 取 川 出水 で 川 aヒ欄 ・で ・8醗 失

安政 ・年 18521 北 飛騨 地震，柳谷，甚之 助谷 に崩壊

明治 10年　　1877 踊 】輙 咄 水 で柿 上献 山 田 先出 諒 耕 に て堤 防醐 れ ・

明治 14剣 18811　 4．29　　手 取川出水で 能美郡 三 ツ ロ 村，岩内村，清水村 等46か 村 の 田畑被害

明治 14年 　　 18817 ・ ・ 鷸嬲奕需罐
毅 1°尸 ・鱆 3戸・輝 1 を流失浸 櫞 屋 18°戸瞰 び好 2名死亡・

明治23年 ・89・ 11・ 61 手取川洪水冶 ・村 ， 耕 村
一

帯硴 濫

明治24年 189・ 11・ ・81 濃美大膿 ，家駘 壊25戸，半壊・・戸

明治27年 18941 ・・111 手 取川 堤 防決壊・・か 所・甦 橋鱶

明治29引 ・896 隠： ； 手 取 川出 水 ，死者84名，負傷者 185名，家屋 全壊流失320戸

明治・・年 11・・27 　14　 手 取川 出水，粟生堤 防900m 決壊

昭和 9年 1934 レ・1・ 1手取∫1i雌 冢 毓 失 172戸・浸水冢 屋 ・舮 ・死者97名漁 儲 ・・名・勧 糊 15名

昭和3・年 119581・・261 輙 丿・1蹠 賭 ・名・餬 者12名・全壊 ・流失家 屋・・戸・鞭 流失 29 … ∫歩 （県 下）

昭和36年 ・96・ lg16 第 2室戸 台風

昭和51年 1・976ig ． 1手取 川N ・t・・県 道 （帥 公園線）
一
＄KL壊 ・交通 不通 ・ な ・ た・

和 9年 7 月 の 災害で あ る 。 こ の 年 は水源地 に例年に

な い 多 くの 残雪 が あ D，気温 の 急上昇 に よ る融雪 と

400mm 以上 に 達す る豪雨 が 重 な り， こ れ に よ っ て

発生 し た崩壊土砂が下流河川 へ の 土石流 とな っ て流

下 したた め ， 被害は上流 か ら河 口 ま で ほ とん ど全流

域 に わた り， 未 曽有 の 大災害 とな っ た 。

　こ れ に よ っ て ， 別当谷 ， 柳谷 ， 甚之助谷等の流域

崩壊土砂量 は推定約 1 億 皿
3

に達 し，そ の うち約 2

千万 mS は 河床堆積土 と して 残 っ た とい われ て お り，

そ の た め河床 の 上昇が著 し く市 ノ瀬で 12m ，赤岩 で

7m ， 風嵐で 7m ， こ れ よ り下流桑島で 4m ， 尾添川

合流点 で は 3m 程度 の上昇 をみ た。

　特に 下流石川，能美平野 の 被害は 目をおお うばか

りの 惨状を呈 し ， 堤防は全 体 の 約 3 割 が破壊 し， 河

状は土砂礫 の 原 と化 し た 。 流域全体 で 流失家屋 172

戸 ， 死 者97名 に及び ，さ らに農地 の 埋 没，交通機関

の 寸断等 も伴 う記録的 な大惨事 とな っ た 。

　昭和 9 年 の 災害以前 の砂防事業は 甚之助谷 ， 柳谷

に集中して い た ため ， こ の 災害で は無施設 の 渓流か

らの 土砂流 出が著 し く， 中で も昭和 9年 7 月 10日夜

に発生 し た別 当谷 の 崩壊 が大規模な もの で あ り， 右

岸山腹が長 さ約 900m ，幅約200m の 範囲で
一時に 崩

March ，1991

壊 した も の で ， 別名 「別 当山津波」 と も呼ば れ た 。

現在で も こ の 崩壊形状 が 明 り ょ うに 残 され て い る。

さ らに ，昭和 9 年 の 土砂 流出 の 激し さを物語 る もの

と して ， 今で も牛首川 の河原 に残る 百万貫 の 石 があ

る 。 こ れは現在位置 の 約 1km 上流で 合流す る 右支

川宮谷川か ら土石流 と と も に流下 した もの と されて

い る 。 高 さ 13m ， 長 さ21m ，幅15m の 粗粒砂岩の 巨

石 で あり，県道 の 路側に説 明標識が立 ち登 山者達 を

驚か せ て い る 。

　直轄砂防事業着手当時，下流沿川住民か らは大金

を山奥の 砂防 へ 投ず る よ D も ， 鶴来街道 （現国道

写 真一 3　 昭和 9 年 の 被災状況
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一4　別 当大 崩

157号） の 道路改良をとの 声 もあ っ た が ， こ の よ う

な災害を機に砂防 へ の 理 解 と協力 が得ら れ る よ うに

な っ た と の 話 も伝え られ て い る 。

3．　 砂 防事 業の変遷

　手取川砂防は 直轄事業着手以来60年余 ， 石川 県に

よる着手か らは80年に及ぶ 歴史を有する 。

　1）　砂防事業の 端緒

　白山麓の 住民は 古 くか ら土砂災害や雪害 に 悩ま さ

れ ， そ の た び に 人 口 が流出す る等憂き目 を見 て い た 。

　明治 にな っ て ， 新政府 は欧米か ら輸入 され た新 し

い 科学技術 をもっ て 全国主要河川 の治水事業 に着手

した が ， 手 取川 に っ い て は明治24年 （1891） の 豪雨

によ り甚之助谷 を 中心 と した
一

帯 の 大崩壊 が発生 し，

白峰村が甚大な災害を蒙 っ た の を契機 に ， 早急 な対

策 を せ ま られ ， 白峰村地 区 の 護岸 ・築堤 の 積極的な

実施に 当た っ た 。

　 さ らに 明治43年 （1910 ），当時 の 石川県知事 が柳谷

の 崩壊状況を視察 し， 早急 な対策の 必要性を痛感 し，

翌 44年 （1911）よ り調査 に着手 し ， 大正 元年（1912）

か ら牛首川上流の 甚之助谷，柳谷 に山腹工事 を施工

した の が ， 手取川砂防の 端緒で あ る 。 続 い て 大正 2

年 （1913）か らは ， 20か 年継続事業 とな り， 甚之助

谷 に練石 張 り堰堤 を新設 し た が
， 翌 3 年 （1914） の

豪雨 に よ る 土石流 の た め流失し て しま っ た 。

　 こ の た め に，まず崩壊防止 が先決で ある と し て ，

同 4 年 （1915 ）か ら山腹工事 に着手 し，甚之助谷流

48
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域 に 山腹工 ，積苗工
，

の り切 り工 お よ び 張石水路工二

等 を施工 し ，
つ い に施工 区域は 標高 2300m 地 点に

ま で達 し ， 相当の成果 を得 た 。

　 しか し， 大正 8 年 （1919） 7 月 に 再 び大豪雨に 見

舞 わ れ ， こ れ らの 山腹工 施設 は 根底 か ら破壊 され た

た め，渓床 の 侵食防止 と山脚 の 保護に 重点 を置 く こ

と と し て
， 階段式堰堤 を施工す る こ と に な っ た。こ

の 新計画 は大正 10年 （1921）か ら25か年継続事業 と

し て，柳谷，甚之助谷上流に 同時 に施工 する こ と に

な り， 特 に崩壊 の 激 しい 甚之 助谷 につ い て は 5号堰

堤 を 5 か年の年月 をか け て築造 し た 。

　2）　直轄砂防事業 の 着手

　  牛首川流域 にお ける砂防事業 の 経過

　そ の 後，当流域 の 砂防事業は 荒廃地が広大 で あ り

か つ 崩壊の 発生が著し く， 工事 も至難で あ る こ とか

ら，昭和 2 年に 国の 直轄事業に移管 され て本格的な

砂防工 事が開始 され た。 こ の よ うな工 事 の 促進 をは
　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ざらし

か る ために ， 白峰村 の 風嵐か ら市 ノ瀬 に至 る延長11

km ， 幅員 3m の 道路 が 通 じ ， 馬車お よ び 自動車の

通行 を可能と し
，

工 事用資材 の 大量搬送を可能に し

た こ と は そ の 後 の 工 事 の 進捗に と っ て 大 きな出来ご

と で あ っ た。

　直轄事業着手当初は県工事 の 継続 として 柳谷 ， 甚

之助谷 に工 事 を集中し ， 高 さ 5m 前後 の堰堤 を階段

状に施工 し た が
，

こ れ は荒廃渓流 を治め る工 法 と し

て 我が国で初 め て試 み られ た も の で あ っ た 。

　 し か し，昭和 9年 （1934） 7 月 の 豪雨 に よ る災害

を契機に
， 従来無施設 で あ っ た 本川筋 （牛首川）お

よび ほ か の 荒廃渓流に も 目を向け ， 土石流発生 の 危

険度 が高 い 別 当谷 ， 甚之助谷 ， 柳谷に 引続 き工 事を

進 め る一方，異常時 の 流下土砂 を本川 筋に お い て 貯

士：と 基礎，39− 3 （398）
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留調節す るた め ， 昭和 12年 （1937）以後 の 工 事は本

川筋 の 貯砂 ダム 工 事 に主力が注がれ た 。

　 第二 次世界大戦 の た め
， 昭和 17年 （1942）か ら昭

和 24年 （1949）ま で 工 事 が 中断し た が
， 昭和 25 年

（1950） に再開 し，昭和 36年 （1960）ま で に牛首川

筋 に お い て は市ノ瀬地 点 よ り下流に 大万場砂防ダム

ほ か 8 基， 湯 ノ谷 に 1基，宮谷 に 2 基 を完成 した。

　 各砂防ダム と も昭和 9年 （1934） の 流出土砂上 に

設置 され て い る もの が多い た め
， ダ ム 下流 の 洗掘 が

著 し く， 昭和30年代後半 は根継 ぎ ， 副ダム等復旧補

強工 事 に専念 し た 。 昭和 40年代 の 工事 は ， 昭和 9年

（1934）の大災害を再現 させ ぬ よ う， 牛首川上流 の

別当谷 ，柳谷流域で重点的に事業 を実施 し た
。

40年

代に牛首川 で完成 し た砂 防ダム は別 当谷 18基 ， 柳谷

7 基，お よび細谷 5基 で あ る 。

　昭和50年代に は ， 牛首川尾口村女原地先に手取川

ダ ム （治水 ， 利水 の 兼用工 作物） の建設 が昭和49年

（1974 ）11 月に 着手 され ， 牛首川 の 砂防工事は手取

川 ダ ム の 上流砂防と し て そ の 役割は以前 に も増 し て

重要 とな り， 水源 地域対策特別措置法 の 整備計画 の

一
環 と して，直轄砂防ダ ム 28基 が計画 され ， 従来 か

ら継続施工 され て い る別当谷 ， 柳谷 の ほ か に支川 の

赤谷 ， 岩屋俣谷 お よ び湯 ノ谷，牛首川等に着手 しそ

の後事業を継続中で あ る 。

　   尾添川流域に おけ る砂防事業 の経過

　尾添川筋 に お け る砂防工 事は ， 昭和 2 年 （1927）

石 川県に よ っ て 着手 され ， 蛇谷 ， 中ノ川 ， 丸石谷 ，

目付谷 の 各河川 に お い て 直接工 事が行われ て きた 。

そ の 後，昭和17年度 （1942 ）か ら直轄砂防工 事に 着

手 し， 尾添川筋に瀬戸 ， 御鍋，猿花砂防ダム とい っ

た大規模 な貯砂 ダム を築造 した 。

　昭和44年度 か ら尾添川流域中最 も荒廃度の 顕著な

中ノ川以奥 に 工 事 の 主力 を注ぎ， 中ノ川筋か ら左支

川 の 湯谷 に 至 る資材運 搬道路工 事 に着手 し，昭和54

年 （1979）に完成 し た。昭和50年代 に は猿花上流 ダ

ム 等 を完成 し た。

　昭和50年代の 末 か ら昭和60年代 の 当初に か け て は

牛 首川筋 の 手取川 ダム の 完成 に伴い
， 下流 へ の 平常

時 の土砂供給を考慮 し た大暗渠砂防ダム で ある尾添

川 ， 尾添川 1 号砂防ダ ム や鋼製格子枠砂防ダム で あ

る 中ノ川下流第 1 号， 2 号砂防ダ ム に相次 い で着手

し
，

こ の うち中ノ 川下流第 1 号 ， 2号砂防ダム が完

March ，1991

成 し た。

　   　主 な砂防ダ ム

　平成元年度ま で に直轄施工 で 完成 し た砂防ダ ム は ，

砂防ダ ム は約 130基 で あ る。こ の うち代表的な砂防

ダ ム を以 下 に紹介す る 。

　写真一6 は御鍋砂防 ダ ム で ，ダム 高 41m ， 貯砂量

230万 M3 の規模 を有す る 手 取川最大 の 貯砂 ダム で

あ る。尾添川下流部の
， 両岸 と も断崖か らな る狭 さ

く部 に築造 され ， 堤体 は 三 次元解析 に よ り設計 し た
。

昭和27年 に着手 し， 5 年間 で完成 し た。本 ダム の 施

工 に 際 し最 も困難で あ っ た の は ，狭 さ く部で あ る た

め排水路 を切 り変え なが ら打設 を行 っ た点 で あ る。

　写真一7 は 市ノ瀬砂防 ダム で牛首川最上流に位置

し
， ダ ム 高 17皿

， 堤長 122．5m ， 立積 15，242　m3 で

あ る 。 昭和26年に着手 し 29年 に完成 し た 。掘削は入

力 で 行われ ， 本堤 は現地産 の 間知石 に よ る石積み と

粗石 コ ン ク リ
ー

トで 構成 され ， 副ダ ム は 大転石 （最

大 4t ） を利用 し経費 の 節約 を計 っ た。

4　 今後 の進 め 方

　 1）　事業 の 基本方針

　前節で も触れ た が現在 の 白山砂防は 下記 の 方針で

進 め て い る 。

　過去 にお い て は ， 平常 時 の 流出土砂 を扞止 ， 貯留

する こ とよ りも昭和 9年 （1934）災害時 の よ うな異

常土石流 を未然に防止す る た め 直接扞止 と流出土砂

調節を主体に し，事 業を進め ， 上 流砂防ダ ム の 効果

が発揮 され る よ うにな っ た が ， 近年下 流河道で は大
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　　　　　　 写 真
一 7　市 ノ瀬砂防ダム

規模な砂利採取 と相ま っ て
， 手取川 の河床 が年 々 低

下 の傾 向をた ど り， また海岸部にお け る汀線 も後退

し， さら に 手 取川 ダム の 建設 と い う条件 も加 わ り，

全 面的に 手 取川流域 砂防計画 が見直 され た。

　  牛首川流域砂防

　牛首川 流域 は，第
一

に は今 ま で どお り， 柳谷 ， 甚

之助谷等 の 荒廃渓流 に 直接扞止 工 事 を行 い ，土砂生

産 の 防止 ，荒廃地の 復 旧を図る 。

　また地先保護 と し て は，昭和 9 年 （1934）災害 は

甚大な もの で あ っ た の で ， ダ ム 上流域 の 保全対象

（白峰村）を従来 と同様に土石流，洪水氾 濫等 の 災

害 か ら防御す る 。

　さ らに 昭和54年の 手取川ダ ム の 完成に伴 い 牛首川

流域砂防 の 役割 と し て
， ダ ム 堆砂防止 が重要 な 目的

と し て加 え られ た e

　  尾添川流域砂 防

　手取川 は昭和40年 （1965）頃 よ り全般的に河床低

下 が著し くな っ た 。こ れ は 昭和 9 年〜44年 （1934〜

1969） ま で 約 790 万 m3 と推定 され る か な りの 量 の

河床砂利 が採取 され ， 上流 の 砂防工 事の効果が表れ

た の と相 ま っ て ，年 々 河床低下が著 し くな っ た も の

で あ る 。 さ らに ， 手取川 ダ ム の 完成に よ り，水系 の

主 た る土砂供給源で あ っ た牛首川筋 の 主要 な支流 か

らの 土砂供給が断た れ た。

　 こ の た め尾添川流域砂防 は ， 下流 に土砂 を安定 し

て流送 させ な が ら，一方で豪雨時の 土砂 の 急激な流

送 を抑止す る方針 とな っ た 。

　計画 の 主力 は流域内で最 も崩壊地 が多く， 渓床勾

配 も急峻で あ る 中 ノ川流域 で あ る。工 事条件 の 厳 し

い もの が多 い が ， 長期的な視野 に立 っ て 問題点を解

決 し事業化 へ の 道を開い て 行 く必 要が あ る 。
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　2） 今後 の 課題

　  治水安全度の
一

層 の 向上

　支川 に つ い て は崩壊 が著 し く， 整備率の 低 い 区域

に 重点 を置 き， そ れ と と もに 本川 に っ い て も並行 し

て 整備率 の 向上を図 っ て 行 く （牛首川 に つ い て は ま

だ昭和 9 年の 不安定土砂が河道 に堆積 し て い る）こ

と を基本 に，工 事用道路等 の 制約条件 を考慮 し て 着

手箇所 を選定する 。

　  　地域活性化 を支援す る事業の 推進

　白山麓で は ス キ
ー
場や休養施設等 の 開発が進 み つ

っ あ り， ま た山麓町村 に よ る 「白山連峰合衆国1 の

設立 に も象微され るよ うに，近年 リゾー
ト開発等 の

自然資源 を活か し た事業が活発 で あ り， 砂防事業に

対し て も大き な期待が寄せ ら れ て い る。

　こ の よ うな こ とか ら ， 今後は土砂整備率の 向上 の

みな らずセ イ フ テ ィ コ ミ ュ ニ テ ィ ゾー
ン や ， 水 と緑

の 砂防事業と して の 床固群等 の 地域活性化を支援す

る事業 を前向 きに進 め て行 く必要 が あ る と思われ る 。

　  　環境に 配慮 し た砂防事業 の 実施

　砂防施設 ， さ ら に は こ れ を施 工 す る 工 事用道路 も

含め て ，施工 場所の 環境，立地条件 を十分配慮 し た

工事 を実施す る 必要 が あ る。こ の よ うな例 と し て ，

登山基地 とな っ て い る別当出合付近 の 柳谷 で は 写真

一8 に 示 す 自然石護岸を実施 し て い る。また，山腹

崩壊防止 お よび手取川 ダム の 濁水対策 も勘案し ， 平

成 2 年度に牛首川上流 に お い て着手 し た山腹緑化工

も自然環境 の 復元に 寄与す る も の で あ り， 今後こ の

種 の 事業 を積極的に 進 め る必要 がある 。

　さ らに は
， 砂防事業に対す る地域 の 方 々 の ご 理解

とご協力 を得る ため 「 白山砂防ま つ り」 と銘 うっ て

流域 の 人 々 を招 き， 砂 防施設 を見て い ただ くイ ベ ン

トを毎年実施 し て い る が
， こ の よ うな活動 もます ま

す重要にな る と考え て い る 。

土 と基 礎，39− 3 （398）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


